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文  化  財  学  習  会  

ふ る さ と 探 訪 

テーマ 三谷石舟古墳周辺を訪ねる  

講 師 山本 英之  

    （高松市文化財専門員）  
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１ 

古
代
高
松
の
玄
関
口
「
三
谿
」 

三
谷
の
地
名
は
、
十
世
紀
の
前
半
に
成
立
し
た
延
喜
式
の
中
に
、
讃
岐
国
山
田
郡
の
十
一
郷
の
う

ち
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
、
古
代
律
令
制
の
も
と
で
整
備
さ
れ
た
古
代
南
海
道
の
駅
名
と
し
て
も
す

で
に
そ
の
名
が
見
え
て
い
ま
す
。
古
代
南
海
道
は
、
都
か
ら
紀
伊
、
淡
路
、
阿
波
、
讃
岐
、
伊
予
、

土
佐
へ
と
延
び
て
い
た
官
道
―
都
と
国
府
の
間
で
情
報
や
軍
隊
を
迅
速
に
送
る
た
め
の
幹
線
道
路
―

で
、
道
路
が
通
過
す
る
諸
国
を
束
ね
た
地
方
行
政
区
分
の
名
称
で
も
あ
り
ま
す
。 

大
坂
峠
を
越
え
て
讃
岐
に
入
っ
た
南
海
道
は
、
讃
岐
平
野
を
ほ
ぼ
東
西
に
横
断
し
、
引
田
駅
、
松

本
駅
を
経
て
高
松
平
野
南
部
の
三
谿
（
三
谷
）
駅
に
至
り
ま
す
。
現
在
の
十
河
小
学
校
南
辺
か
ら
川

島
小
学
校
北
辺
へ
抜
け
て
川
島
橋
へ
至
る
道
路
は
古
代
南
海
道
の
コ
ー
ス
に
一
致
す
る
古
道
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
三
谷
地
区
は
、
ま
さ
に
古
代
の
高
松
平
野
の
玄
関
口
と
い
え
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

古
代
遺
跡
が
多
く
残
さ
れ
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

２ 

高
野
廃
寺 

 

山
田
支
所
か
ら
南
西
へ
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地
点
に
祀
ら
れ
て
い
る
丹
生
神
社
は
、
『
香
川
県

神
社
誌
』
に
よ
る
と
、
「
川
島
町
大
字
高
野
字
前
浴
に
所
在
す
る
西
植
田
村
村
社
合
祀
神
社
（
池
田
合

祀
神
社
）
の
境
外
摂
社
で
、
別
名
を
高
野
明
神
。
於お

加
美

か

み

神
を
主
祭
神
、
市
岐
島
媛

い

ち

き

し

ま

ひ

め

命
、
火
産
霊

ほ

む

す

び

神
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を
合
祀
祭
神
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
丹
生
明
神
は
水
銀
生
産

を
つ
か
さ
ど
る
神
で
、
空
海
が
高
野
山
開
創
の
と
き
に
丹
生
都
比
売

に

ゅ

う

つ

ひ

め

（
丹
生
明
神
）
か
ら
そ
の
地
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
伝
説
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
野
明
神
と
と
も
に
高
野
山
の
地
主
神
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
の
後
期
に
現
在
の
香
南
町
横
井
に
生
ま
れ
た
儒
学
者
、

中
山
城
山
が
著
し
た
『
全
讃
史
』
に
は
、
里
人
の
言
い
伝
え
と
し
て
、

こ
の
地
に
は
古
く
は
七
堂
伽
藍
が
あ
り
丹
生
明
神
が
祭
ら
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
高
野
原
と
い
う
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
、
天
正
年
間

（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
長
宗
我
部
元
親
の
兵
火
に
焼
か
れ
て
祠
だ
け
が
残
さ
れ
た
こ
と
（
城
山
は
、

長
宗
我
部
の
焼
討
と
い
う
里
人
の
言
葉
を
信
用
し
て
い
な
い
）
な
ど
の
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

丹
生
神
社
の
東
側
約
百
メ
ー
ト
ル
に
も
小
さ
な
祠
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
小
祠
の
周
辺
で
は
土

師
器
や
須
恵
器
片
の
散
布
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
丹
生
神
社
の
南
側
か
ら
小
祠
の
辺
り
に
も
方
形

の
土
檀
状
の
地
形
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
古
代
寺
院
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
証
拠
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
野
廃
寺
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
丹
生
神
社
社
殿
西
側
の
灯
篭
の
台
座
に

は
、
寺
院
の
礎
石
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
加
工
痕
の
あ
る
石
材
が
転
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

高野廃寺で採集された瓦の拓本 
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３ 

漆
原
千
賀
之
助
の
碑 

 
三
谷
の
旧
家
で
あ
る
漆
原
家
は
、
も
と
は
香
川
郡
川
東
村
か
ら
出
た
と
伝
え
、
中
世
に
は
讃
岐
守

護
細
川
家
、
近
世
に
は
生
駒
家
に
仕
え
た
武
士
で
し
た
が
、
松
平
氏
の
藩
政
と
な
っ
て
か
ら
は
牢
人

と
し
て
三
谷
村
ほ
か
山
田
郡
内
の
民
政
を
預
か
り
ま
し
た
。
三
谷
町
通
谷
の
漆
原
家
は
大
本
家
と
称

し
、
江
戸
時
代
の
半
ば
に
分
か
れ
た
大
満
漆
原
家
や
西
三
谷
漆
原
家
、
そ
れ
ら
の
分
家
の
総
領
家
と

し
て
重
き
を
な
し
、
三
谷
村
政
所
、
山
田
郡
大
政
所
の
要
職
も
度
々
勤
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
漆
原
大
本
家
か
ら
出
て
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
武
道
家
が
漆
原
千
賀
之
助
で

す
。
以
下
、
そ
の
経
歴
を
『
三
谷
郷
土
史
』
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。 

【
漆
原
千
賀
之
助
】 

通
谷
漆
原
家
の
出
身
、
父
は
漆
原
元
八

郎
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
七
月
二
十
四
日
生
。
早
く
か
ら

直
心
影
流
剣
法
を
吉
田
又
三
郎
に
つ
い
て
学
び
、
天
保
十
五
年

（
一
八
四
四
）
若
干
十
九
歳
で
目
録
（
窮
理
の
巻
）
の
伝
授
を

受
け
、
そ
の
後
郷
関
を
出
て
播
州
赤
穂
に
遊
び
、
中
村
清
右
衛

門
に
従
っ
て
種
田
流
の
創
術
を
学
び
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

正
月
、
二
十
三
歳
の
時
そ
の
伝
授
目
録
を
受
け
た
が
、
そ
の
技

を
一
層
磨
く
た
め
に
江
戸
へ
行
き
、
平
田
重
兵
衛
に
師
事
し
、

 

漆原千賀之助の碑 



 

5 

嘉
永
三
年
二
月
、
二
十
五
歳
で
そ
の
免
許
を
受
け
て
技
も
い
よ
い
よ
上
達
し
、
嘉
永
五
年
四
月
、
二
十
七
歳

の
時
に
は
十
二
代
将
軍
家
慶
公
の
午
前
試
合
で
槍
賞
を
賜
る
光
栄
に
浴
し
て
い
る
。 

 
 

そ
の
後
郷
里
三
谷
に
帰
っ
た
が
、
幕
末
高
松
藩
の
海
防
要
員
と
し
て
父
、
漆
原
元
八
郎
と
共
に
、
そ
の
名

を
連
ね
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
一
月
長
州
征
伐
に
際
し
て
高
松
藩
主
の
命
で
、
槍
隊
を
編
成
し
て
従

軍
し
翌
、
慶
応
元
年
四
月
帰
国
の
際
は
記
念
章
と
し
て
葵
紋
の
入
っ
た
杯
を
頂
戴
の
外
、
後
、
連
枝
松
平
大

膳
殿
の
書
幅
を
賜
っ
た
。 

 
 

維
新
後
廃
藩
置
県
に
な
る
ま
で
同
じ
三
谷
出
身
の
漆
原
完
平
と
共
に
無
禄
の
ま
ま
高
松
藩
庁
に
勤
め
た
が
、
そ
の
後

は
門
弟
を
と
り
、
闘
技
を
教
え
た
。
・
・
・
・
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
三
月
十
一
日
、
天
寿
を
全
う
し
八
十
二
歳
、

武
術
家
と
し
て
そ
の
生
涯
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
墓
は
竹
林
墓
地
に
あ
り
、
ま
た
、
松
平
頼
壽
伯
の
篆
額
に
な
る
記
念

碑
が
原
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
碑
は
村
尾
景
経
の
撰
文
で
、
書
は
門
人
十
河
の
松
原
弥
三
七
始
め
門
弟
の
特
志
に
よ
っ

て
い
る
。
（
以
下
略
） 

 

４ 

藤
川
三
渓
の
碑 

 

藤
川
三
渓
は
三
谷
出
身
の
儒
学
者
、
医
者
で
あ
る
と
と
も
に
幕
末
は
尊
王
活
動
家
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
、
近
代
捕
鯨
技
術
を
導
入
し
た
捕
鯨
事
業
を
始
め
わ
が
国
の
近
代

水
産
業
の
確
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。 
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三
渓
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
讃
岐
国
山
田
郡
三
谷
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
、
南
凱
も

儒
医
。
南
凱
を
養
子
に
迎
え
た
同
族
の
藤
川
東
園
は
、
大
坂
に
古
文
辞
学
を
広
め
た
菅
甘
谷
の
下
で

学
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
東
園
は
い
わ
ば
荻
生
徂
徠
の
孫
弟
子
に
当
た
り
ま
す
。
後
の
中
山
城
山
を
育

て
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

三
渓
は
、
十
六
歳
で
父
親
を
失
い
天
涯
の
孤
児
と
な
り
ま
す

が
、
中
山
城
山
に
入
門
し
て
勉
学
に
励
む
一
方
で
武
術
の
鍛
錬

に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
、

二
十
六
歳
に
し
て
長
崎
に
遊
学
し
、
高
島
秋
帆
の
門
下
と
な
っ

て
西
洋
砲
術
を
学
び
ま
す
。
こ
の
と
き
に
、
秋
帆
に
よ
っ
て
銃

殺
捕
鯨
術
や
遠
洋
漁
業
に
つ
い
て
の
知
識
も
習
得
し
て
い
ま

す
。
二
年
の
長
崎
遊
学
を
終
え
て
帰
郷
の
後
は
、
諸
国
を
遊
歴

し
て
学
問
や
詩
作
の
研
鑽
に
励
む
一
方
で
尊
攘
派
の
志
士
た

ち
と
の
交
わ
り
を
も
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
文
久
三
年
（
一
八

六
三
）
、
攘
夷
の
詔
勅
の
気
運
を
受
け
て
高
松
に
帰
り
、
長
崎

ノ
鼻
砲
台
の
建
設
や
農
兵
組
織
で
あ
る
龍
虎
隊
の
創
設
を
藩

に
建
策
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
八
月
十
八
日
の
政
変
に
よ
り
急

 

山田郡潟元村長崎之岬旧砲台見取図（個人所蔵） 
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進
的
な
攘
夷
論
が
鳴
り
を
潜
め
る
と
藩
論
も
佐
幕
に
転
じ
、
三
渓
ら
は
鶴
屋
町
の
獄
舎
に
投
獄
さ
れ

王
政
復
古
ま
で
の
六
年
間
を
獄
舎
で
過
ご
し
ま
し
た
。 

 
高
松
藩
朝
敵
事
件
の
後
に
出
獄
し
た
三
渓
は
、
京
に
上
っ
て
奥
羽
列
藩
征
討
軍
に
身
を
投
じ
、
征

討
軍
の
劣
勢
を
挽
回
す
べ
く
奥
州
諸
藩
の
説
得
や
増
援
部
隊
の
派
遣
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
奥
羽
戦
争

終
結
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
奥
羽
戦
争
の
功
労
者
と
し
て
明
治
政
府
へ
出
仕
し
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
六

十
五
歳
で
官
を
辞
し
た
の
ち
は
水
産
業
の
利
益
に
着
目
し
て
、
捕
鯨
会

社
や
水
産
学
校
の
設
立
に
尽
力
し
ま
す
。
既
に
、
明
治
六
年
に
様
式
捕

鯨
法
を
導
入
し
た
捕
鯨
会
社
を
設
立
し
て
小
笠
原
諸
島
周
辺
で
の
捕

鯨
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
晩
年
に
は
大
日
本
水
産
学
校
、
大
阪
水
産

学
校
を
相
次
い
で
設
立
し
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
、
大
阪
に
て
病
没
。 

そ
の
後
、
彼
の
業
績
は
長
く
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
者
の

運
動
に
よ
り
大
正
四
年
に
正
五
位
が
進
贈
さ
れ
、
一
族
が
眠
る
墓
所
の

一
角
に
記
念
碑
の
設
立
が
成
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
本
年
の
十
一

月
に
は
、
没
後
百
二
十
年
を
記
念
し
た
式
典
と
銅
像
の
序
幕
が
こ
の
碑

の
下
で
挙
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
藤川三渓が著した「水産図解」の中表紙と内容 
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５ 

三
谷
石
舟
古
墳 

 
《
立
地
と
古
墳
の
形
状
》 

三
谷
石
舟
古
墳
は
、
上
佐
山
か
ら
北
に
延
び
る
低
い

丘
陵
部
の
先
端
、
三
谷
町
字
竹
林
に
所
在
し
ま
す
。
西

方
四
百
メ
ー
ト
ル
に
は
三
谷
三
郎
池
。
古
墳
は
、
後
円

部
を
東
北
東
に
向
け
る
全
長
八
十
八
メ
ー
ト
ル
の
前
方

後
円
墳
で
、
高
松
市
域
で
は
石
清
尾
山
猫
塚
（
九
十
六

メ
ー
ト
ル
、
双
方
中
円
墳
）
に
次
ぐ
大
き
さ
。
県
下
で

も
富
田
茶
臼
山
古
墳
（
百
三
十
九
メ
ー
ト
ル
、
前
方
後

円
墳
）
、
快
天
山
古
墳
（
百
メ
ー
ト
ル
、
前
方
後
円
墳
）
、

猫
塚
に
次
い
で
四
番
目
の
規
模
の
古
墳
で
す
。
平
成
二

十
五
年
五
月
に
元
地
権
者
か
ら
高
松
市
に
寄
贈
を
受
け
、

二
十
六
年
三
月
に
市
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。 

 

高
松
平
野
南
部
を
代
表
す
る
古
墳
と
し
て
知
ら
れ
て

い
な
が
ら
、
長
ら
く
本
格
的
な
調
査
の
手
は
入
れ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
三
年
十
二
月
か
ら
四
年

 

三谷石舟古墳の墳丘測量図（「三谷石船古墳測量調査報告書」より） 
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二
月
に
か
け
て
香
川
県
立
工
芸
高
校
郷
土
史
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
墳
丘
の
測
量
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
所
見
に
よ
る
と
、
後
円
部
は
直
径
四
十
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
．
五
メ
ー
ト
ル
の
二
段
築
成
、

前
方
部
は
長
さ
四
十
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
．
六
メ
ー
ト
ル
の
一
段
築
成
で
、
前
方
部
が
後
円
部
の

規
模
に
比
べ
て
狭
長
か
つ
低
平
な
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
古
墳
の
北
か
ら
東
側
に
か
け
て
は
石
舟

池
の
汀
線
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
汀
線
付
近
に
は
板
石
を
数
段
平
積
み
に
積
ん
だ
石
垣
状
の
石
列
が

断
続
的
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
段
差
は
ほ
ぼ
古
墳
の
周
囲
を

一
巡
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
墳
の
築
造
に
合
わ
せ
て
、

古
墳
を
据
え
る
た
め
の
幅
約
五
十
八
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
百
メ
ー

ト
ル
も
の
盾
形
の
土
台
を
造
成
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

《
出
土
遺
物
》 

 

後
円
部
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
は
、
「
三
谷
石
舟
古
墳
」
の
名
称
の

由
来
と
な
っ
た
刳
抜
式
石
棺
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
石
棺
は
国
分

寺
町
鷲
ノ
山
産
の
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
岩
で
、
棺
身
の
み
が
露
出

し
て
棺
蓋
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
埋
葬
施
設
も
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
石
棺
の
長
さ
二
．
七
七
メ
ー
ト
ル
、
幅

 

三谷石舟古墳後円部墳頂の刳抜式石棺 
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は
〇
．
七
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
〇
．
四
二
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
足
側
の
短
側
面
に
は
縄
掛
け
の
突

起
が
残
存
し
て
い
ま
す
。
棺
蓋
と
の
合
わ
せ
口
の
す
ぐ
下
に
一
条
の
突
帯
が
縁
と
平
行
に
め
ぐ
り
、

内
側
の
頭
部
に
は
馬
蹄
形
の
石
枕
が
彫
り
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
石
棺
の
側
壁
は
平
た
い
棺
底
部
か
ら
ほ
ぼ
垂
直
に
、

箱
形
に
立
ち
上
が
る
こ
と
か
ら
、
鷲
ノ
山
石
棺
群
の
中
で

も
新
し
い
様
式
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
古
墳
時
代
の

中
期
前
半
頃
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、『
木
田
郡
誌
』
に
は
、
勾
玉
、
埴
輪
、
須
恵

器
、
切
小
玉
の
出
土
を
伝
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
そ

の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

６ 

石
舟
池
古
墳
群 

石
舟
池
古
墳
群
は
、
平
成
元
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
施

工
さ
れ
た
石
舟
池
の
堤
防
改
修
工
事
に
伴
っ
て
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
石
舟
池
の
堤
防
斜
面
に
埋
も
れ
て
い
た
円
墳
十

一
基
と
箱
式
石
棺
一
基
か
ら
な
る
古
墳
群
で
す
。 

 

三谷石舟古墳と石船池古墳群 
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《
石
舟
池
一
号
石
棺
》 

 
石
舟
池
一
号
石
棺
は
、
石
舟
池
堤
防
が
三
谷
石
舟
古
墳
の
後
円
部
に
取
り
つ
く
付
近
で
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
後
円
部
裾
か
ら
の
距
離
八
メ
ー
ト
ル
、
堤
防
の
上
端
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
下
が
っ
た
池
側
斜

面
の
中
ほ
ど
で
す
。
箱
式
石
棺
の
床
面
付
近
の
一
部
が
、
棺
長
一
．
三
メ
ー
ト
ル
、
棺
幅
二
十
五
～

三
十
セ
ン
チ
の
範
囲
だ
け
残
存
し
て
い
ま
し
た
。
遺
物
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
谷
石
舟
古
墳
に

付
属
す
る
埋
葬
施
設
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

《
石
舟
池
一
号
墳
》 

 

 

石
舟
池
の
北
東
角
、
ち
ょ
う
ど
堤
防
が
市
道
に
取
り
つ
く
付

近
で
、
堤
防
の
内
側
を
削
り
取
っ
た
法
面
に
横
穴
式
石
室
と
墳

丘
の
断
面
が
、
ち
ょ
う
ど
お
饅
頭
を
二
つ
割
り
に
し
た
よ
う
な

形
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
断
面
に
か
か
る
石
材
は
工
事
の
掘
削

に
よ
り
多
く
が
抜
け
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、
横
穴
式
石
室
は
幅

約
八
十
セ
ン
チ
、
高
さ
は
床
面
か
ら
六
十
セ
ン
チ
ま
で
の
高
さ

が
残
存
し
て
お
り
、
小
児
頭
大
の
塊
石
で
側
壁
を
構
築
し
床
面

に
板
石
を
敷
き
並
べ
て
い
る
様
子
が
観
察
で
き
ま
し
た
。
側
壁

裏
側
の
盛
土
に
は
、
約
八
十
セ
ン
チ
の
幅
で
厚
さ
十
セ
ン
チ
ご

 

三谷石舟１号墳の墳丘と石室の様子 
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と
に
土
を
丁
寧
に
突
き
固
め
な
が
ら
積
み
上
げ
て
い
っ
た
版
築
の
痕
跡
と
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
墳

丘
を
形
成
す
る
盛
土
が
被
せ
ら
れ
た
様
子
が
確
認
で
き
、
石
室
と
墳
丘
の
構
築
の
過
程
を
良
好
に
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
法
面
前
方
の
掘
削
地
面
に
は
古
墳
の
周
溝
の
痕
跡
が
黒
い
帯

状
に
残
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
か
ら
直
径
八
～
十
メ
ー
ト
ル
の
規
模
の
墳
丘
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。 

《
石
舟
池
二
号
墳
》 

 

二
、
三
、
五
～
十
号
墳
の
八
基
の
古
墳
は
一
号
墳
か
ら
西
へ
九
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
、
北
側

堤
防
の
中
ほ
ど
に
密
集
し
て
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
大
き
く
削
平
を
受
け
て
い
て
基
底
部

付
近
の
側
壁
と
床
面
の
一
部
が
残
さ
れ
る
の
み
で
し
た
が
、
中
で
も
石
室
の
状
況
が
比
較
的
良
好
に

残
さ
れ
て
い
た
の
が
二
号
墳
と
三
号
墳
で
す
。 

 

石
船
池
二
号
墳
は
墳
裾
と
石
室
の
掘
り
方
及
び
床
面
の
一
部
が
残
さ
れ
て
お
り
、
横
穴
式
石
室
を

伴
う
直
径
九
メ
ー
ト
ル
前
後
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
石
室
は
長
さ
二
．
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅

一
．
二
メ
ー
ト
ル
で
南
西
方
向
に
開
口
し
て
い
ま
す
。
床
面
は
人
頭
大
の
塊
石
を
敷
き
並
べ
た
上
層

と
板
石
を
二
重
に
敷
き
並
べ
た
下
層
の
二
層
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
時
期
差
や
追
葬
を
示
す
も

の
で
あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
層
床
石
面
か
ら
須
恵
器
提
瓶
、
下
層
床
石
面
か
ら

鉄
鏃
と
刀
子
、
ガ
ラ
ス
玉
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 
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《
石
舟
池
三
号
墳
》 

 
墳
丘
の
北
側
の
一
部
と
石
室
の
床
面
が
残
存
し
て
い
ま
し
た
。
南
へ
下
る
斜
面
上
に
築
造
さ
れ
た

直
径
六
～
七
ｍ
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
石
室
は
幅
〇
．
八
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
．
二
メ
ー
ト
ル

以
上
を
測
り
床
面
に
は
安
山
岩
の
板
石
を
二
重
に
敷
き
つ
め
て
い
ま
す
。
須
恵
器
杯
蓋
と
提
瓶
、
壺

の
底
部
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
古
墳
群
中
で
最
も
残
り
が
よ
か
っ
た
三
号
墳
は
、
調
査
の
終
了
後
に
仏
生
山
小
学
校
に
移

築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
移
築
作
業
は
当
時
の
六
年
生
も
作
業
に
参
加
し
て
二
日
間
を
か
け

て
完
成
し
、
現
在
で
も
郷
土
史
の
資
料
と
し
て
在
り
し
日
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

石
舟
池
古
墳
群
に
共
通
に
み
ら
れ
る
、
石
室
床
面
に
安
山
岩
の
板
石
を
敷
き
詰
め
る
構
造
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
三
渓
小
学
校
西
側
の
平
石
上
二
号
墳
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
高
松
平
野
全

体
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
少
数
派
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
ま
す
。
安
山
岩
の
板
石
は
地
元
で
産
出
す

る
も
の
で
は
な
く
、
遠
隔
地
か
ら
古
墳
築
造
の
た
め
に
運
ば
れ
て
き
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
谷
石
舟
古
墳
に
も
、
古
墳
が
載
る
テ
ラ
ス
状
の
土
台
の
池
側
の
段
差
に
は
安
山
岩
の
板
石
積
み
の

痕
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
安
山
岩
石
材
を
他
地
域
か
ら
選
択
的
に
持
ち
込
ん
で
古
墳
を
造
る
こ
だ
わ
り

は
、
三
谷
地
区
の
特
徴
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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７ 

石
舟
池 

三
谷
石
舟
古
墳
の
北
か
ら
東
側
を
抱
き
込
む
よ
う
に
瓢
箪
型
の
水
面
を
見
せ
て
い
る
石
舟
池
は
、

古
墳
の
周
濠
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
北
側
か
ら
石
舟
池
の
堤
防
越
し
に
眺
め
ら
れ
る
う
っ
そ
う

と
し
た
墳
丘
の
杜
は
、
小
ぶ
り
な
が
ら
も
大
和
の
天
皇
陵
に
も
似
た
た
た
ず
ま
い
が
あ
り
、
ま
さ
に

周
濠
を
め
ぐ
ら
せ
た
古
墳
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
石
舟
池
古
墳
群
の
発
見
に
よ
っ
て
、
石
舟
池

は
三
谷
石
舟
古
墳
の
周
濠
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

石
舟
池
は
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
成
立
し
た
『
翁
嫗
夜
話
』
に
、
周
辺
の
三
谷
陂
（
堤
）
、

住
蓮
寺
陂
（
堤
）
、
砂
入
池
、
鯰
越
池
、
糠
山
池
、
唐
谷
池
、
菰
池
、
小
屋
谷
池
、
岡
池
、
大
谷
池
と

と
も
に
三
谷
村
内
に
所
在
す
る
た
め
池
と
し
て
す
で
に
名
前
が
見
え
て
い
ま
す
。
高
松
藩
が
文
政
元

年
（
一
八
一
八
）
に
ま
と
め
た
池
泉
合
符
録
で
は
、
大
池
（
三
谷
三
郎
池
）
の
上
揺
に
鯰
越
池
水
を

加
え
た
さ
ら
に
そ
の
補
助
水
源
と
し
て
蝙
蝠
池
、
大
谷
池
、
岡
池
石
舟
池
が
利
用
さ
れ
て
い
た
と
あ

り
ま
す
。
昭
和
五
十
年
の
香
川
用
水
開
通
か
ら
は
鯰
越
池
を
介
し
て
用
水
の
供
給
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
水
不
足
の
不
安
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

８ 

三
谷
兵
庫
守
景
晴
、
景
久
道
入
墓
所 

植
田
、
三
谷
、
神
内
、
十
河
ら
の
各
氏
は
植
田
氏
を
筆
頭
に
神
櫛
王
の
流
れ
を
く
む
と
称
す
る
同
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族
で
、
と
も
に
細
川
管
領
家
の
被
官
と
し
て
山
田
郡
内
に
割
拠
し
勢
力
を
張
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

三
谷
氏
は
、
三
谷
、
池
田
を
地
盤
に
、
三
谷
兵
庫
守
影
晴
、
影
久
道
入
墓
所
の
辺
り
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
三
谷
城
を
居
城
と
し
、
非
常
時
の
備
え
に
上
佐
山
の
頂
上
に
も
堅
固
な
山
城
を
構
え
て
い
ま
し

た
。 

 

弥
七
郎
景
晴
は
永
享
（
一
四
二
九
～
一
四
四
一
）
頃
の
人
で
、
細
川
家
に
仕
え
て
京
都
に
在
っ
た

時
に
、
夜
な
夜
な
御
所
の
殿
上
に
飛
び
来
る
化
鳥
を
弓
で
射
落
と
し
た
話
が
、
三
谷
家
の
古
老
の
話

と
し
て
『
南
海
通
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
景
晴
の
子
で
あ
る
兵
庫
頭
景
久
は
応
仁

の
乱
（
一
四
六
七
～
一
四
七
七
）
後
の
武
将
で
、

堅
城
上
佐
山
城
に
拠
っ
て
寒
川
三
谷
合
戦
、
香
西

三
谷
合
戦
な
ど
数
々
の
戦
を
し
の
い
で
讃
岐
の
戦

国
時
代
を
生
き
抜
き
ま
し
た
。
三
谷
氏
が
滅
ぶ
の

は
、
影
久
か
ら
二
代
後
の
兵
庫
頭
景
広
の
天
正
十

年
（
一
五
八
二
）
。
長
宗
我
部
元
親
の
四
国
統
一
の

遠
征
軍
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
す
。 

 

 

三谷景晴、妖鳥を射る図（讃岐国名勝図会） 
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９ 

三
谷
三
郎
池 

寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
生
駒
高
俊
の
命
を
受

け
て
、
西
嶋
八
兵
衛
が
三
谷
三
郎
池
の
改
修
に
着
手

し
た
と
い
う
記
録
が
『
翁
嫗
夜
話
』
に
見
え
て
い
ま

す
。
西
嶋
八
兵
衛
が
工
事
半
ば
で
満
濃
池
の
改
修
に

携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
三
野
四
郎
左
衛
門
、

匹
田
右
近
、
浅
田
左
京
、
下
津
平
左
衛
門
、
平
井
勘

兵
衛
ら
が
普
請
を
引
き
継
ぎ
お
よ
そ
四
か
月
後
に
完

成
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。『
全
讃
史
』
に
も
「
・
・

旧
、
小
陂
池
あ
り
き
。
生
駒
高
俊
、
西
嶋
之
尤

ゆ
き
な
り

に
命

じ
て
更
に
大
い
に
せ
り
。
」
と
あ
り
、
も
と
か
ら
あ
っ

た
小
池
を
拡
張
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
堤
長
百
六
間
（
百
九
十
三
メ
ー
ト
ル
）
、

堤
高
九
仭ひ

ろ

（
十
一
～
十
二
メ
ー
ト
ル
）
、
根
置
四
十
六

間
（
八
十
四
メ
ー
ト
ル
）
、
池
周
り
一
里
一
町
（
約
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
池
面
積
三
十
四
町
歩
、
貯
水
量
五

 

上空から見た三谷三郎池・石船池の周辺 
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十
九
万
ト
ン
の
大
池
が
出
現
し
、
三
谷
、
上
林
、
下
林
、
上
田
井
、
六
条
、
木
太
の
各
村
の
田
畑
を

潤
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 
昭
和
四
年
に
は
旱
魃
と
増
加
す
る
水
需
要
へ
の
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
、
県
営
用
排
水
幹
線
改
良

事
業
に
よ
る
堤
防
の
嵩
上
げ
と
樋
管
、
導
水
路
の
改
修
が
行
わ
れ
、
貯
水
量
は
藩
政
時
代
の
ほ
ぼ
二

倍
に
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
昭
和
二
十
五
年
に
掛
け
井
出
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
工
事
（
三
谷
三
郎
池
は
、
貯
水
量

に
比
し
て
流
入
水
量
が
絶
対
的
に
少
な
い
た
め
、
川
東
下
村
の
香
東
川
取
水
口
か
ら
開
削
水
路
に
よ

っ
て
給
水
し
て
い
た
）
を
行
い
、
昭
和
五
十
年
に
は
待
望
の
香
川
用
水
開
通
に
よ
り
用
水
か
ら
の
直

接
供
給
が
実
現
し
、
長
年
の
旱
魃
の
不
安
か
ら
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
平

成
四
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
大
規
模
な
導
水
路
改
良
工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
０ 

三
谷
八
幡
神
社 

 

天
暦
二
年
（
九
四
八
）
に
山
田
郡
主
で
あ
っ
た
小
海
基
治
と
い
う
人
物
が
、
三
谷
村
中
州
の
地
に

三
谷
寺
を
創
建
し
、
寺
の
鎮
守
と
し
て
八
幡
神
社
を
勧
請
し
た
と
い
う
寺
伝
が
あ
り
、
一
方
『
全
讃

史
』
に
は
、
こ
れ
よ
り
先
の
延
長
年
間
（
九
二
三
～
九
三
一
）
に
三
谷
兵
庫
頭
が
火
山
の
南
に
男
山

神
（
八
幡
神
）
を
勧
請
し
て
鬼
門
の
鎮
め
と
し
、
天
暦
年
間
（
九
四
七
～
九
五
七
）
に
は
僧
堯
存
が



 

18 

そ
の
祠
を
守
っ
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
当

時
は
神
仏
習
合
の
考
え
か
ら
、
神
と
仏
は
姿
を
変
え

た
同
一
の
存
在
と
み
な
さ
れ
、
神
社
に
付
属
し
た
別

当
寺
の
僧
侶
が
神
社
の
祭
祀
に
も
与
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

三
谷
八
幡
神
社
は
、
誉
田

ほ

ん

だ

別わ
け

命
、
毘
女

ひ

め

お

大
神

お

か

み

、

息
長
足
毘
女

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め

命
を
祭
神
と
し
、
三
谷
氏
の
厚
い
崇
敬

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
の

香
西
三
谷
合
戦
で
衰
退
し
ま
す
が
、
そ
の
後
天
正
年

間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
僧
宥
泉
に
よ
っ
て
再
興

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
元
の
神
社
地
は
現
在
よ
り
も
っ

と
南
側
の
中
州
に
あ
っ
た
た
め
寛
永
五
年
（
一
六
二

八
）
の
西
嶋
八
兵
衛
に
よ
る
三
谷
三
郎
池
の
築
堤
工

事
に
よ
り
池
中
に
沈
む
こ
と
と
な
り
、
現
在
の
地
に

遷
座
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
も
生
駒
家
、
松
平

家
か
ら
厚
く
信
仰
を
受
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
三
谷

寺
は
明
治
時
代
に
入
っ
て
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
廃
寺
と

 
三谷池を取り巻く三谷八幡神社、三谷城、三谷寺（讃岐国名勝図会） 
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な
っ
て
い
ま
す
。 

参
考
文
献 

『
三
谷
郷
土
史
』
昭
和
六
十
三
年 

三
谷
郷
土
史
編
集
委
員
会
編
集
発
行 

『
讃
岐
の
た
め
池
誌
』
平
成
十
二
年 

同
誌
編
さ
ん
委
員
会
編 

香
川
県
農
林
水
産
部
土
地
改
良
課
出
版 

『
香
川
県
神
社
誌
』
昭
和
十
三
年 

香
川
県
神
職
会
編 

香
川
県
神
職
会
出
版 

藤
井
雄
三
「
高
松
平
野
の
古
代
社
会
」
『
讃
岐
国
弘
福
寺
領
の
調
査
』
所
収 

平
成
四
年 

 

高
松
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行 

『
平
石
上
二
号
墳
・
石
舟
池
古
墳
群
』
平
成
十
九
年 

高
松
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行 

 

渡
部
明
夫
「
四
国
の
刳
抜
式
石
棺
」
平
成
六
年 

『
古
代
文
化
第
』
四
十
六
巻
第
六
号 

（
通
巻
第
四
百
二
十
五
号
）
所
収 

財
団
法
人
古
代
学
研
究
会 

 

國
木
健
司
『
三
谷
石
舟
古
墳
測
量
調
査
報
告
書
』 

平
成
四
年 

高
松
工
芸
高
校
郷
土
史
研
究
会 

 

西
村
尋
文
『
讃
岐
国
の
南
海
道
』
平
成
二
十
三
年 
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
考
古
学
講
座
十
六 

 

『
讃
岐
国
山
田
郡
三
谷
村
漆
原
家
文
書
目
録
』
平
成
二
年 

 

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
歴
史
収
蔵
資
料
目
録
十
四 

秋
山
忠
『
古
城
跡
を
訪
ね
て
』
昭
和
五
十
七
年 

高
松
市
歴
史
民
俗
協
会
・
高
松
市
文
化
財
保
護
協
会
発
行 
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三谷八幡神社 
 

 

川島バス停 

 藤川三渓の碑 
山田支所 山田支所 山田支所 

漆原千賀之助の碑 

山田支所 

丹生神社 
(高野廃寺) 

重蓮寺 

三谷ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

 
岡池 

 

石船池 

三谷八幡神社 

松池 

三谷石舟古墳 

三郎池 

三谷兵庫守碑 
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次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 松島町周辺を歩く（予定）  

 と  き 平成２７年５月２４日（日）  

      ９：３０～１２：００頃  

 集合場所 ことでん片原町駅  

 講  師 穴吹  一雄さん（高松市文化財保護協会事務局次長） 

☆広報「たかまつ」５月１５日号に開催案内を掲載します

ので、ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

 

★次回の交通案内★ --------------------------------------- 

◆ことでん電車  （高松築港）  （片原町） 

〈長尾線下り〉   9：07 発 →  9：10 着   

〈琴平線下り〉   9：15 発 →  9：17 着 

(瓦町）    （片原町） 

〈高松築港行上り〉 9：19 発 →  9：21 着   

〈高松築港行上り〉 9：23 発 →  9：25 着 

 

４月１９日（日） 三谷町からの復路 

◆ことでんバス＜瓦町・高松駅行き＞ 

 （川島バス停） （瓦町バス停）   （高松駅） 

   12：10 発  →  12：44  →  12：53 着 

    12：47 発  →  13：21  →  13：30 着 

 



 

22 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路の

端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を

つけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  


